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会議所は企業の要、地域の灯会議所は企業の要、地域の灯

20252025 88
会員数 888 名会員数 888 名
令和７年8月1日現在令和７年8月1日現在

無担保、無保証人、低利子で融資無担保、無保証人、低利子で融資
～マル経融資制度～

利子補給（1.0％）制度が利用できます!
　マル経融資制度は、小規模事業者の皆様の経営改
善に必要な事業資金を館山商工会議所の推薦により
「㈱日本政策金融公庫」から借りられる国の制度です。

※�ご利用の際には各種要件がございますのでお問
い合わせください。☎ 22－8330

担保、保証人 不　要

貸 付 限 度 額 2,000万円

返 済 期 間 10年以内（＊運転資金は7年以内）

利 率 年1.90％（令和７年 8月1日現在）

融 資 対 象

従業員（家族従事者、パート、法人
の役員除く）が商業・サービス業
は5名以下、製造業・その他は20
名以下の小規模事業者

◇令和6年度下半期  新聞折込チラシ調査結果
　～月平均230枚の折込に対して約12％が貴金属等買取専門店～

◇専門家による経営相談窓口のご案内
◇生涯学習出前講座 「でまえ・いっしょ」 を知っていますか？

◇潮流を読む
　「日本経済の長期展望を明るくするために」
◇トレンド通信
　「“待たせ上手”なお店が教えてくれるもの」
◇中小企業のセキュリティ対策  信頼得る体制整備を
◇クラウドな話  「避暑地と鉄道」
◇日本史のトビラ
　「世界のホンダをつくった本田宗一郎」

館山商工会議所HP館山商工会議所HP 館山商工会議所館山商工会議所
公式 LINE 始めました！公式 LINE 始めました！



会 議 所 だ よ り
令 和 7 年 8 月 10 日（2）

■法　　律	 千葉県産業振興センター

■税　　務	 葛西　　博　先生
	 川名　敏昭　先生

■商標	特許	 神崎　正浩　先生
ご相談のときは事前にご連絡下さい。

令
和
６
年
度
下
半
期  

新
聞
折
込
チ
ラ
シ
調
査
結
果

～
月
平
均
２
３
０
枚
の
折
込
に
対
し
て
約
12
％
が
貴
金
属
等
買
取
専
門
店
～

　

ま
ず
は
折
込
総
数
は
、

下
半
期
（
10
月
～
３
月
）

合
計
は
１
３
８
３
枚
で
、
前

年
同
期
か
ら
は
微
増
、
上

半
期
の
１
２
５
８
枚
と
比

較
す
る
と
、
約
１
割
の
増

加
と
な
っ
て
い
る
。

　

次
に
曜
日
ご
と
の
折
込

数
で
あ
る
が
、
最
も
チ
ラ

シ
が
多
く
折
り
込
ま
れ
た

の
は
水
曜
日
で
、
以
下
土

曜
日
、
金
曜
日
、
火
曜
日
、

日
曜
日
、
木
曜
日
、
の
順

と
な
り
、
最
も
折
込
数
が

少
な
か
っ
た
の
は
月
曜
日

で
、
上
半
期
と
は
若
干
の

差
異
が
あ
っ
た
。（
上
半
期

は
折
込
数
の
多
い
順
に
火
・

金
・
土
・
水
・
日
・
月
・

木
曜
日
の
順
で
あ
っ
た
）

　

ま
た
、
曜
日
ご
と
の
業

種
傾
向
を
見
て
み
る
と
、

月
曜
日
は
通
販
や
健
康

食
品
、
通
販
型
保
険
な
ど

実
店
舗
を
必
要
と
し
な
い

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

と
、
学
習
塾
が
多
く
、
火

曜
日
は
食
品
ス
ー
パ
ー
と

ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
、
水
曜

　

当
所
で
新
聞
折
込
チ
ラ
シ
の
調

査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
令
和
６
年
度

下
半
期
の
結
果
は
以
下
の
と
お
り
と

な
っ
た
。

日
は
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
と
衣
料
品

チ
ェ
ー
ン
店
、
木
曜
日
は
外
食
と

衣
料
品
チ
ェ
ー
ン
店
、
金
曜
日
は

自
動
車
関
連
、
衣
料
品
チ
ェ
ー

ン
店
、
家
電
チ
ェ
ー
ン
、
ホ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
、
土
曜
日
は
家
電
チ
ェ
ー
ン
、

食
品
ス
ー
パ
ー
、
自
動
車
関
連
、

日
曜
日
は
求
人
情
報
が
多
い
と

い
っ
た
傾
向
が
見
ら
れ
た
。
特
徴

的
な
点
と
し
て
は
上
半
期
と
同
様

に
複
数
の
貴
金
属
等
買
取
専
門
店

が
、
曜
日
を
問
わ
ず
継
続
的
に
新

聞
広
告
を
折
り
込
ん
で
お
り
、
そ

の
数
は
全
体
の
約
12
パ
ー
セ
ン
ト

を
占
め
て
い
る
。

　

依
然
と
し
て
ナ
シ
ョ
ナ
ル

チ
ェ
ー
ン
店
や
通
信
販
売
と
い
っ

た
外
部
資
本
の
チ
ラ
シ
比
率
が
高

く
、
地
元
資
本
の
店
舗
に
よ
る
新

聞
折
込
広
告
の
比
率
は
低
い
結
果

と
な
っ
て
い
る
。
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会 議 所 だ よ り
（3）令 和 7 年 8 月 10 日

専門家による経営相談窓口のご案内専門家による経営相談窓口のご案内
　当所では、インボイス制度の導入やエネルギー価格・物価の高騰、賃上げ・最低賃金引上げ、
新型コロナウイルス感染症、デジタル化等への対応等、様々な事業環境変化の影響を受ける、中小・
小規模事業者に対し、経営相談や各種補助金の申請サポートなどの効果的な支援を提供するため、
専門家による経営相談窓口を開設いたします。
　相談窓口は事前予約制・先着順となっています。予約なしでのご相談はお受けできませんので、
あらかじめご了承ください。

【相談内容】
①インボイス（適格請求書等保存方式）制度導入に向けた対応、各種支援策等に関するもの
②電子帳簿保存法に関するもの
③エネルギーその他の物価高騰への対策、各種支援策等に関するもの
④円安その他の物価高騰への対策、各種支援策等に関するもの
⑤コロナ禍からの再起に向けた経営力強化等に資する対策等および各種支援策に関するもの
⑥賃上げ、最低賃金引上げに関するもの
⑦デジタル化（ＩＴ、設備投資等）、デジタル化対応人材の確保に関するもの
⑧その他の事業環境変化に対応するための経営力強化等に資する対策等および各種支援策に関するもの
⑨補助金申請サポート等、各種補助金制度・支援策に関するもの（周知・申請サポート）

相　　談　　日 応相談

会　　　　　場 館山商工会議所または事業所

相　談　時　間 １事業所あたり２時間以内

申 し 込 み 方 法 事前予約制・先着順

お　問　合　せ ２２ ‐ ８３３０（館山商工会議所）

※�補助金に関するご相談は、事業者様が
作成を終えた事業計画書に対し、公
募要領等を確認しながらアドバイス
を差し上げます。
※�ご相談内容によっては、他の支援機
関をご紹介する場合もございます。

出前講座は、市職員や市民ボランティアが、講師として皆様のもとへ伺って
講座を開き、「いっしょ」に学ぶ制度です。
市内在住・在勤・在学の概ね１０人以上のグループが対象です。
地域の集会、職場の研修会などで、行政制度や市の現状・公共サービスにつ
いて勉強しませんか？
希望が明確でなくても構いません。ぜひお気軽にご相談ください。

※�メニュー・講師派遣申込書など、詳細については、館山市ホームページをご覧く
ださい。生涯学習課（館山市コミュニティセンター）・各地区公民館等でも配布
しております。

　https://www.city.tateyama.chiba.jp/syougaigaku/page100001.html
◇問合せ／館山市教育委員会 教育部生涯学習課 社教文化係
　TEL 22-3698　FAX 22-6560
　E メール  shakyobunka@city.tateyama.chiba.jp

＜館山市からのお知らせ！＞

生涯学習出前講座「でまえ・いっしょ」「でまえ・いっしょ」を知っていますか？



会 議 所 だ よ り
令 和 7 年 8 月 10 日（4）

潮

流

を

読

む

潮

流

を

読

む
は
、
人
口
減
少
の
ス
ピ
ー
ド
に
拍
車

が
か
か
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
数
字

が
並
ん
で
い
る
。（
１
）
合
計
特
殊
出

生
率
（「
一
人
の
女
性
が
一
生
の
間
に

生
む
子
ど
も
の
数
」に
相
当
す
る
デ
ー

タ
）
は
９
年
連
続
低
下
し
１
・
15
と

過
去
最
低
を
更
新
す
る
と
と
も
に
、

統
計
開
始
以
来
、
初
め
て
出
生
数
が

68
万
６
０
６
１
人
と
70
万
人
を
割
り
、

（
２
）
死
亡
数
は
１
６
０
万
５
２
９
８

人
で
過
去
最
多
（
４
年
連
続
増
加
）

と
な
り
、（
３
）
自
然
増
減
数
は
、
91

万
９
２
３
７
人
減
で
過
去
最
大
の
減

少
と
な
っ
た
。
特
に
少
子
化
の
ス
ピ
ー

ド
に
は
衝
撃
を
覚
え
る
。
こ
れ
に
対

し
、
政
府
の
少
子
化
対
策
の
役
割
を

担
う
「
こ
ど
も
家
庭
庁
」
は
「
少
子

化
・
人
口
減
少
は
、
我
が
国
が
直
面

す
る
最
大
の
危
機
で
あ
り
、
若
年
人

口
が
急
激
に
減
少
す
る
２
０
３
０
年

代
に
入
る
ま
で
が
少
子
化
傾
向
を
反

転
で
き
る
か
ど
う
か
の
ラ
ス
ト
チ
ャ

ン
ス
」［
注
２
］
と
し
、
喫
緊
の
課
題

と
位
置
付
け
て
い
る
。
２
０
２
３
年

12
月
22
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
こ

ど
も
未
来
戦
略
」
で
は
、
総
額
３
・

６
兆
円
規
模
に
及
ぶ
「
こ
ど
も
・
子

育
て
支
援
加
速
化
プ
ラ
ン
」（
加
速
化

プ
ラ
ン
）を
取
り
ま
と
め
た
。
さ
ら
に
、

24
年
６
月
12
日
に
は
「
子
ど
も
・
子

　

大
和
総
研
は
直
近
（
６
月
９
日
）

の
「
第
２
２
５
回
日
本
経
済
予
測
（
改

訂
版
）」［
注
１
］
で
、
足
元
の
日
本

の
経
済
予
測
に
加
え
て
、「
２
０
４
０

年
度
に
向
け
た
日
本
経
済
の
長
期
展

望
」を
公
表
し
た
。
そ
の
テ
ー
マ
は「
人

口
減
少
と
低
成
長
が
続
く
日
本
経
済

は
今
後
、
成
長
力
を
強
化
し
、
社
会

保
障
や
財
政
の
持
続
可
能
性
を
確
保

す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
」
で

あ
る
。

　

こ
の
テ
ー
マ
の
中
で
、
最
大
の
懸

念
は
人
口
減
少
で
あ
る
。
今
年
の
６

月
４
日
に
厚
生
労
働
省
か
ら
公
表
さ

れ
た
「
令
和
６
年
（
２
０
２
４
）
人

口
動
態
統
計
月
報
年
計
（
概
数
）」
で

育
て
支
援
金
制
度
」
の
創
設
を
内
容

に
含
む
法
律
「
改
正
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
法
」
が
成
立
し
、
25
年
４
月

１
日
か
ら
同
支
援
法
の
一
部
が
施
行

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
る

と
、
政
府
も
手
を
こ
ま
ね
い
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
が
、
加
速
化
す
る
少

子
化
に
対
策
が
十
分
と
は
い
え
な
い
。

　
「
２
０
４
０
年
度
に
向
け
た
日
本

経
済
の
長
期
展
望
」
で
は
、
次
の
懸

念
事
項
と
し
て
、
40
年
度
ま
で
低
成

長
が
続
く
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ

と
を
挙
げ
て
い
る
。
過
去
の
日
本
経

済
の
潜
在
成
長
率
の
推
移
を
見
る
と
、

「
１
９
８
０
年
代
後
半
で
年
率
＋
４
％

程
度
だ
っ
た
潜
在
成
長
率
（
中
略
）

は
（
中
略
）
１
９
９
０
年
代
の
終
盤

に
同
＋
１
％
を
割
り
込
ん
だ
。
そ
の

後
も
緩
や
か
な
低
下
傾
向
が
続
き
、

近
年
は
同
＋
０
・
５
％
前
後
で
推
移

し
て
い
る
」（
注
１
レ
ポ
ー
ト
Ｐ
・
19
）

と
整
理
し
て
い
る
。
こ
の
長
期
に
わ

た
る
潜
在
成
長
率
の
低
下
は
、
財
政

出
動
や
金
融
緩
和
だ
け
で
は
解
決
で

き
な
い
構
造
問
題
［
注
３
］
が
主
因

と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の

構
造
的
な
要
因
に
よ
っ
て
、
①
可
処

分
所
得
の
低
下
（
賃
金
見
通
し
悪
化
、

低
い
資
産
所
得
な
ど
）
②
個
人
消
費

低
迷
（
①
に
よ
り
働
き
手
の
平
均
消

費
性
向
（
可
処
分
所
得
の
う
ち
消
費

に
回
る
割
合
）
が
低
下
）
③
外
需
主

導
に
よ
る
企
業
収
益
は
拡
大
し
て
い

る
一
方
、
内
需
主
導
の
企
業
収
益
が

相
対
的
に
低
下
④
国
内
投
資
が
低
水

準
（
内
需
型
の
企
業
の
期
待
成
長
率

が
低
く
、
国
内
の
投
資
性
向
が
低
水

準
）
で
あ
り
、
循
環
が
弱
い
、
経
済

成
長
が
見
込
め
な
い
と
い
う
悪
循
環

に
陥
っ
て
い
る
。

　

結
局
、
好
循
環
を
生
む
ス
タ
ー
ト

ポ
イ
ン
ト
は
個
人
（
家
計
）
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
国
内
外
の
大
き
な
社
会
・

経
済
の
変
化
、
生
成
Ａ
Ｉ
な
ど
の
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
の
劇
的
な
進
化
の
中
で
、
生

産
性
の
高
い
労
働
力
を
提
供
し
、
賃

金
上
昇
を
継
続
的
に
確
保
で
き
、
消

費
性
向
が
高
い
個
人
（
家
計
）
が
継

続
的
に
増
え
る
こ
と
に
、
今
後
の
経

済
成
長
は
大
き
く
依
存
す
る
こ
と
と

な
る
。
そ
の
た
め
に
は
、「
健
康
・
就

労
継
続
」「
外
国
人
・
女
性
活
躍
」「
労

働
市
場
改
革
・
就
労
促
進
」
な
ど
の

労
働
供
給
力
強
化
の
た
め
の
政
策
が

最
も
重
要
で
あ
る
。
同
予
測
に
お
い

て
も
、
こ
れ
ら
の
「
政
策
効
果
が
最

大
限
発
現
す
れ
ば
、
潜
在
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を

２
０
４
０
年
度
で
14
・
６
％（
86
兆
円
）

程
度
押
し
上
げ
る
と
試
算
」（
注
１
レ

ポ
ー
ト
Ｐ
・
22
）
し
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
潜
在
成
長
率
の
停
滞
か

ら
抜
け
出
す
こ
と
は
簡
単
で
は
な
い
。

同
予
測
で
は
、三
つ
の
シ
ナ
リ
オ
（「
衰

退
」「
現
状
投
影
」「
高
成
長
」）
が
想

定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
三
つ
の
シ
ナ
リ

オ
に
よ
れ
ば
、
25
～
40
年
度
の
実
質

Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
は
、
順
番
に
、
年
率

▲
０・５
％
、
同
＋
０・３
％
、
同
＋
１・

5
％
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
最
後
の
シ

ナ
リ
オ
以
外
は
引
き
続
き
停
滞
が
続

く
こ
と
と
な
る
。
た
だ
し
、
最
後
の

シ
ナ
リ
オ
で
も
、「
社
会
保
険
料
率
と

公
債
等
残
高
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
の
上
昇
は

続
く
」（
注
１
レ
ポ
ー
ト
Ｐ
・
18
）
と

し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
以
上
の
ス
ピ
ー

ド
で
官
民
が
連
携
し
て
、
労
働
供
給

力
強
化
の
た
め
の
政
策
を
、
最
優
先

で
実
現
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
は

な
い
か
。

�

（
６
月
20
日
執
筆
）

［
注
１
］
詳
し
く
は
大
和
総
研
「
第

２
２
５
回
日
本
経
済
予
測
（
改
訂
版
）

人
口
減
少
下
の
日
本
、
持
続
的
成
長

へ
の
道
筋
①
成
長
力
強
化
、
②
社
会

保
障
制
度
改
革
、
③
財
政
健
全
化
、

を
検
証
」
の
18
ペ
ー
ジ
か
ら
35
ペ
ー

ジ
参
照
。

［
注
２
］
こ
ど
も
家
庭
庁
「
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
金
制
度
に
つ
い
て
」

［
注
３
］「
①
経
済
社
会
基
盤
の
持
続

可
能
性
の
低
下
②
デ
フ
レ
下
で
定
着

し
た
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
型
の
企
業
行
動

③
産
業
空
洞
化
④
海
外
へ
の
所
得
流

出
⑤
リ
ス
ク
マ
ネ
ー
の
供
給
不
足
」

（
注
１
レ
ポ
ー
ト
Ｐ
・
19
）
の
五
つ
を

挙
げ
て
い
る
。

株
式
会
社
大
和
総
研　

金
融
調
査
部

　

�

主
席
研
究
員　

内
野　

逸
勢

「
日
本
経
済
の
長
期
展
望
を
明
る
く
す
る
た
め
に
」

「
日
本
経
済
の
長
期
展
望
を
明
る
く
す
る
た
め
に
」



会 議 所 だ よ り
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伏姫牛肉を 2 割増量！
昭和運送興業㈱事務所前 「ど冷えもん」
昭和運送興業㈱隣り「伏姫 BURGER」
にて好評発売中です。

　

先
日
訪
れ
た
岐
阜
市
の
と
ん
か

つ
屋
さ
ん
で
面
白
い
体
験
を
し
ま

し
た
。
あ
ら
か
じ
め
ネ
ッ
ト
で
調
べ

た
と
こ
ろ
と
て
も
高
評
価
な
お
店

な
の
で
、
お
昼
の
開
店
時
間
に
合

わ
せ
て
訪
ね
ま
し
た
。
最
近
は
や

り
の
高
級
な
と
ん
か
つ
屋
さ
ん
に

あ
る
よ
う
に
、
何
種
類
か
の
銘
柄

豚
か
ら
選
べ
る
メ
ニ
ュ
ー
に
な
っ
て

い
ま
す
。
注
文
を
伝
え
る
と
店
員

さ
ん
が
「
当
店
は
じ
っ
く
り
低
温

で
揚
げ
ま
す
の
で
、
20
～
30
分
ほ

ど
お
時
間
を
い
た
だ
き
ま
す
」
と

の
こ
と
で
し
た
。
私
は
マ
ニ
ア
に
近

い
と
ん
か
つ
好
き
な
の
で
、
良
い
お

店
で
は
そ
れ
く
ら
い
待
つ
の
は
珍

し
く
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

す
る
と
カ
ウ
ン
タ
ー
越
し
に
見

え
る
キ
ッ
チ
ン
で
ス
タ
ッ
フ
が
や
お

ら
土
鍋
を
取
り
出
し
て
、
私
が
注

文
し
た
分
の
ご
は
ん
を
炊
き
始
め

ま
し
た
。
始
め
は
気
が
付
か
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
客
席
か
ら
見
え
る

位
置
に
ガ
ス
コ
ン
ロ
が
７
～
８
台
ず

ら
り
と
並
ん
で
い
て
、
そ
こ
に
ご
は

ん
を
炊
く
土
鍋
が
四
つ
ほ
ど
の
っ
て

い
ま
す
。
先
に
注
文
し
た
客
の
分

で
し
ょ
う
。
そ
の
隣
に
「
私
の
ご
は

ん
」
が
セ
ッ
ト
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
15
分
ほ
ど
、
湯
気
を

出
し
て
徐
々
に
炊
き
上
が
っ
て
い

く
土
鍋
を
わ
く
わ
く
し
な
が
ら
眺

め
て
い
ま
し
た
。
火
を
止
め
て
蒸

ら
し
て
い
る
間
に
、
手
元
に
茶
わ

ん
と
し
ゃ
も
じ
、
香
の
物
が
出
さ

れ
、
い
よ
い
よ
土
鍋
ご
は
ん
の
到
着

で
す
。
ふ
た
を
開
け
て
も
ら
っ
て

炊
き
立
て
の
香
り
を
楽
し
ん
で
い

る
う
ち
に
、
メ
イ
ン
の
と
ん
か
つ
も

や
っ
て
き
ま
し
た
。
土
鍋
ご
は
ん

は
炊
き
立
て
特
有
の
甘
み
や
う
ま

み
が
し
っ
か
り
感
じ
ら
れ
て
と
て

も
お
い
し
く
、
と
ん
か
つ
も
断
面

が
薄
ピ
ン
ク
で
ジ
ュ
ー
シ
ー
に
仕
上

が
っ
た
絶
妙
な
揚
げ
具
合
で
し
た
。

出
さ
れ
た
も
の
自
体
の
お
い
し
さ

以
上
に
、
こ
の
体
験
全
体
を
通
し

て
忘
れ
ら
れ
な
い
お
店
に
な
り
ま

し
た
。
次
に
岐
阜
に
行
く
と
き
も

必
ず
訪
れ
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　

こ
の
「
と
ん
か
つ
体
験
」
で
い

く
つ
か
の
気
付
き
が
あ
り
ま
し
た
。

料
理
の
プ
ロ
セ
ス
が
見
え
る
た
め
、

提
供
さ
れ
る
も
の
の
価
値
や
品
質

が
想
像
さ
れ
期
待
が
高
ま
る
こ
と

や
、
自
分
が
い
つ
ま
で
待
て
ば
よ

い
か
だ
い
た
い
見
当
が
つ
い
て
待

つ
不
安
が
軽
減
さ
れ
る
こ
と
、
普

段
は
得
ら
れ
な
い
サ
ー
ビ
ス
が
自

分
の
た
め
だ
け
に
準
備
さ
れ
て
い

る
と
い
う
特
別
感
、
待
つ
時
間
が

提
供
さ
れ
る
も
の
の
品
質
向
上
に

つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
納
得
感

な
ど
で
す
。

　

待
た
せ
上
手
な
お
店
と
い
え
ば
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
チ
ェ
ー

ン
の
サ
イ
ゼ
リ
ヤ
の
間
違
い
探
し

ゲ
ー
ム
を
思
い
浮
か
べ
る
人
も
い
る

で
し
ょ
う
。
キ
ッ
ズ
メ
ニ
ュ
ー
に
描

か
れ
た
間
違
い
探
し
の
イ
ラ
ス
ト

は
、
大
人
で
も
簡
単
に
正
解
で
き

な
い
ほ
ど
難
易
度
が
高
く
、
料
理

を
待
っ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
時
間

を
過
ご
し
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た

お
客
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
き
っ
か
け
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
待
た
せ
上
手
な
お
店

に
共
通
し
て
い
る
の
は
、「
客
を
待

た
せ
て
い
る
」
と
い
う
自
覚
が
あ

る
こ
と
、
そ
れ
を
「
客
は
ど
う
感

じ
て
い
る
か
」
に
対
す
る
想
像
力

が
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
そ
れ
を
「
通

常
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
解
決

す
る
」
た
め
の
工
夫
が
あ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

　

品
質
と
価
格
で
モ
ノ
の
良
し
あ

し
を
評
価
す
る
「
コ
ス
パ
」
重
視

の
時
代
か
ら
、
そ
の
消
費
行
動
自

体
に
時
間
を
費
や
す
体
験
と
し
て

の
価
値
が
あ
る
か
ど
う
か
を
問
わ

れ
る
「
タ
イ
パ
」
重
視
の
時
代
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ス
マ
ホ
任
せ
に
し

な
い
客
の
待
た
せ
方
に
今
後
も
注

目
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
経
済
ア
ナ
リ
ス
ト
／
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト　
　
　
　

渡
辺　

和
博

「　

待
た
せ
上
手　

な
お
店
が
教
え
て
く
れ
る
も
の
」

ト
レ
ン
ド
通
信

ト
レ
ン
ド
通
信

“

”
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中
小
企
業
の　

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

対
策
実
施
状
況
公
開　

改
善
は
わ
ず
か

　

独
立
行
政
法
人
情
報
処
理
推
進

機
構
（
Ｉ
Ｐ
Ａ
）
は
、「
２
０
２
４

年
度
中
小
企
業
に
お
け
る
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
実
態
調
査
報

告
書
」
を
公
開
し
た
。
本
調
査
は
、

全
国
の
中
小
企
業
４
１
９
１
社
を

対
象
に
ウ
ェ
ブ
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行

い
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
へ

の
取
り
組
み
や
被
害
の
状
況
、
対

策
実
施
に
お
け
る
課
題
、
取
引
先

を
含
む
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

の
状
況
な
ど
を
調
査
し
た
。
そ
の

結
果
、「
２
０
２
１
年
度
調
査
」
と

比
べ
て
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

の
実
施
状
況
の
改
善
は
わ
ず
か
で

あ
り
、
さ
ら
な
る
対
策
の
必
要
性

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

主
な
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
通
り
。

■�

Ｏ
Ｓ
や
ウ
イ
ル
ス
対
策
ソ
フ

ト
の
最
新
化
を
実
施
し
て
い

る
企
業
は
約
７
割

　
「
５
分
で
で
き
る
！
情
報
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
自
社
診
断
」（
以
下
「
自
社

診
断
」）
の
25
項
目
に
つ
い
て
、「
実

る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
が
進
ん
で

い
な
い
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

■�

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
実

施
に
よ
り
サ
イ
バ
ー
イ
ン
シ

デ
ン
ト
被
害
が
低
減
し
た

　
「
自
社
診
断
」
の
25
項
目
を
「
実

施
し
て
い
る
…
４
点
」「
一
部
実
施

し
て
い
る
…
２
点
」「
実
施
し
て
い

な
い
…
０
点
」「
分
か
ら
な
い
…
マ

イ
ナ
ス
１
点
」
で
点
数
化
し
、
25

項
目
の
対
策
状
況
を
採
点
し
た
と

こ
ろ
、
合
計
点
が
高
い
企
業
ほ
ど

サ
イ
バ
ー
イ
ン
シ
デ
ン
ト
に
よ
る

影
響
を
「
特
に
な
し
」
と
回
答
し

た
割
合
が
高
い
傾
向
と
な
っ
た
。

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
実
施

に
よ
り
、
サ
イ
バ
ー
イ
ン
シ
デ
ン

ト
被
害
（
影
響
）
の
低
減
が
期
待

さ
れ
る
。

■�

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
体
制
を
整
備

し
て
い
る
企
業
の
約
６
割

は
、
対
策
実
施
が
取
引
に
つ

な
が
っ
た
と
実
感

　

取
引
先
（
発
注
元
企
業
）
か
ら

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
に
関
す

る
要
請
を
受
け
た
経
験
が
あ
る
企

業
の
う
ち
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
体
制

の
整
備
が
さ
れ
て
い
る
（
専
門
部

署
（
担
当
者
）
が
あ
る
）
企
業
の

59
・
８
％
が
、
発
注
元
か
ら
の
要

請
で
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対

策
を
行
っ
た
こ
と
が
取
引
に
つ
な

が
っ
た
と
回
答
し
て
い
る
の
に
対

し
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
体
制
の
整
備

が
さ
れ
て
い
な
い
（
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

対
策
は
各
自
の
対
応
に
任
せ
て
い

る
）
企
業
は
24
・
２
％
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
。

　

こ
の
結
果
は
、
取
引
先
か
ら
要

請
を
受
け
た
企
業
に
お
い
て
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い

る
企
業
の
担
当
者
の
方
が
、
対
策

の
実
施
が
取
引
上
の
信
頼
を
得
る

た
め
の
重
要
な
要
素
で
あ
る
と
実

感
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

Ｉ
Ｐ
Ａ
は
本
書
の
公
開
に
よ
り
、

中
小
企
業
に
お
い
て
、情
報
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
の
認
識
が
向
上
し
、
情
報

施
し
て
い
る
」
お
よ
び
「
一
部
実

施
し
て
い
る
」
を
合
わ
せ
た
割
合

は
「
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
な
ど
情

報
機
器
の
Ｏ
Ｓ
や
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア

は
常
に
最
新
の
状
態
に
し
て
い
ま

す
か
？
」（
73
・
０
％
）
が
最
も
高

く
、
次
い
で
「
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ

ホ
な
ど
に
は
ウ
イ
ル
ス
対
策
ソ
フ

ト
を
導
入
し
、ウ
イ
ル
ス
定
義
フ
ァ

イ
ル
は
最
新
の
状
態
に
し
て
い
ま

す
か
？
」（
71
・
４
％
）
で
あ
っ
た
。

　

基
本
的
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

は
あ
る
程
度
定
着
し
て
い
る
こ
と

が
う
か
が
え
る
。

　

一
方
、
低
か
っ
た
の
は
「
新
た

な
脅
威
や
攻
撃
の
手
口
を
知
り
対

策
を
社
内
共
有
す
る
仕
組
み
は
で

き
て
い
ま
す
か
？
」（
37
・
９
％
）、

次
い
で
「
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対

策
（
上
記
１
～
24
な
ど
）
を
ル
ー

ル
化
し
、
従
業
員
に
明
示
し
て
い

ま
す
か
？
」（
39
・２
％
）、「
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
事
故
が
発
生
し
た
場
合
に

備
え
、
緊
急
時
の
体
制
整
備
や
対

応
手
順
を
作
成
す
る
な
ど
準
備
を

し
て
い
ま
す
か
？
」（
39
・
８
％
）

で
あ
っ
た
。

　

組
織
的
に
取
り
組
む
必
要
の
あ

信
頼
得
る
体
制
整
備
を

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
が
進
む
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
。
組
織
内
外
で

の
啓
発
活
動
な
ど
で
活
用
い
た
だ

き
た
い
。

独
立
行
政
法
人

情
報
処
理
推
進
機
構
・
江
島
将
和

◇　

◇　

◇

「
２
０
２
４
年
度
中
小
企
業
に
お

け
る
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
に

関
す
る
実
態
調
査
報
告
書
」
に
つ

い
て
は
こ
ち
ら
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「
避
暑
地
と
鉄
道
」

　

最
も
有
名
な
避
暑
地
と
い
わ
れ

る
「
軽
井
沢
」
は
、
群
馬
県
と
長

野
県
の
境
に
急
勾
配
の
碓
氷
（
う

す
い
）
峠
が
あ
り
、
移
動
が
困
難

で
し
た
。
そ
こ
で
、
明
治
26
（
１

８
９
３
）
年
に
ア
プ
ト
式
と
い
う

線
路
の
間
の
歯
形
の
レ
ー
ル（
ラ
ッ

ク
レ
ー
ル
）
と
歯
車
を
か
み
合
わ

せ
て
急
勾
配
を
上
り
下
り
す
る
方

式
で
、
鉄
道
を
開
通
し
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
り
、
上
野
駅
か
ら
乗
り

換
え
な
し
で
軽
井
沢
に
向
か
う
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
避
暑

地
と
し
て
大
き
く
発
展
し
ま
し
た
。

現
在
は
、
北
陸
新
幹
線
に
よ
っ
て
、

都
心
か
ら
１
時
間
程
度
で
向
か
う

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
冬
の
リ
ゾ
ー
ト
か

ら
始
ま
り
、
夏
の
避
暑
地
の
開
発

に
進
ん
だ
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
一
例
で
あ
る
長
野
県
の
「
志

賀
高
原
」
は
、
長
野
電
鉄
の
創
設

者
が
命
名
し
、
ス
キ
ー
場
か
ら
開

発
が
進
み
ま
し
た
。
鉄
道
を
終
点

ま
で
乗
り
、
終
点
か
ら
避
暑
地
に

ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
で
、
多
く
の

人
を
避
暑
地
に
送
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
の
こ
と
に
よ
り
、
鉄

道
の
利
用
者
数
も
長
距
離
で
確
保

す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。
観

光
地
開
発
と
鉄
道
営
業
を
一
体
化

し
て
、「
総
合
リ
ゾ
ー
ト
化
」
が
実

現
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
で
一
番
高
い
所
を

走
る
小
海
線
も
避
暑
地
を
走
る
鉄

道
で
あ
り
、人
気
の
目
的
地
は
「
清

里
」
や
「
野
辺
山
」
で
す
。
40
年

ほ
ど
前
は
、
大
ブ
ー
ム
に
も
な
り

ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
避
暑
地
に
高
原
が

多
い
の
は
、
高
度
が
上
が
る
に
つ

れ
て
大
気
の
気
温
が
下
が
る
た
め

で
す
。
乾
燥
し
た
空
気
の
場
合
は
、

１
０
０
０
ｍ
当
た
り
９
・
８
度
下

が
り
ま
す
。
実
際
の
気
温
は
、
避

暑
地
の
地
面
が
熱
せ
ら
れ
る
た
め

そ
こ
ま
で
低
く
は
な
り
ま
せ
ん
が
、

毎
年
ど
こ
か
で
40
度
を
超
え
る

中
、
30
度
以
上
に
な
る
こ
と
は
ま

れ
で
す
。
避
暑
地
に
は
、
冷
房
と

は
違
っ
た
『
自
然
の
涼
』
が
あ
り

ま
す
。

　

鉄
道
が
つ
な
い
だ
日
本
の
避
暑

地
。
単
な
る
移
動
手
段
で
は
な
く
、

涼
し
げ
な
目
的
地
を
想
像
し
、
景

色
も
楽
し
み
な
が
ら
乗
る
時
間
そ

の
も
の
が
避
暑
へ
の
旅
に
な
り
ま

す
。
暑
さ
に
疲
れ
た
ら
、
レ
ー
ル

の
先
の
避
暑
地
へ
と
出
掛
け
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
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き
っ
と
ラ
ー
メ
ン
の
屋
台
の

主
人
は
、
あ
ま
り
の
事
に
あ
ぜ

ん
と
し
た
だ
ろ
う
。
突
然
や
っ

て
き
た
女
性
が
あ
り
っ
た
け
の

ラ
ー
メ
ン
を
買
っ
て
い
っ
た
か

ら
だ
。
女
性
の
名
は
本
田
さ
ち
。

そ
れ
を
頼
ん
だ
の
は
夫
の
本
田

宗
一
郎
だ
っ
た
。

　

宗
一
郎
は
研
究
熱
心
で
、
毎

日
夜
中
ま
で
車
や
バ
イ
ク
の
新

技
術
を
考
え
て
い
た
。
だ
が
そ

の
夜
、
外
の
チ
ャ
ル
メ
ラ
の
音

が
気
に
な
っ
て
集
中
で
き
な
い
。

も
ち
ろ
ん
相
手
も
商
売
。
だ
か

ら
ラ
ー
メ
ン
を
全
部
買
い
取
ら

せ
た
の
だ
。

　

そ
ん
な
宗
一
郎
に
あ
る
時
、

高
松
宮
が
「
発
明
や
工
夫
は
、

ず
い
ぶ
ん
骨
の
折
れ
る
仕
事
だ

ろ
う
」
と
同
情
し
て
く
れ
た
。

46
歳
で
宗
一
郎
が
藍
綬
褒
章
を

受
章
し
た
と
き
の
こ
と
だ
。
け

れ
ど
宗
一
郎
は
「
殿
下
は
そ
う

お
思
い
で
し
ょ
う
が
、私
に
と
っ

て
は
好
き
で
や
っ
て
い
る
の
で

す
か
ら
全
部
苦
労
と
は
思
い
ま

せ
ん
。（
略
）
人
さ
ま
が
見
れ
ば

苦
し
い
よ
う
で
も
本
人
は
楽
し

ん
で
い
る
の
で
す
」（『
夢
を
力

に
』
本
田
宗
一
郎
著　

日
経
ビ

ジ
ネ
ス
文
庫
）
と
答
え
た
。

　

強
が
り
で
は
な
か
っ
た
。
大

き
く
な
っ
た
ら
車
を
つ
く
る
と

い
う
夢
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い

る
道
の
り
で
は
、
ど
ん
な
こ
と

も
辛
い
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。

た
だ
、
営
業
や
経
理
は
苦
手

だ
っ
た
。
そ
う
し
た
不
得
手
は
、

人
に
任
せ
る
の
が
宗
一
郎
の
流

儀
。
だ
か
ら
会
社
の
経
営
は
、

副
社
長
の
藤
澤
武
夫
に
一
任
し
、

宗
一
郎
は
開
発
の
仕
事
だ
け
に

ま
い
進
し
て
き
た
。

　

技
術
の
開
発
に
関
し
て
、
宗

一
郎
は
他
人
の
ま
ね
を
極
端
に

嫌
っ
た
。
部
下
が
新
し
い
マ
シ

ン
を
完
成
さ
せ
る
た
び
、「
ど
こ

が
他
社
と
違
う
の
だ
」
と
真
っ

先
に
聞
い
た
。

　

宗
一
郎
は
言
う
。「
造
物
主
が

そ
の
無
限
に
豊
富
な
創
作
意
欲

に
よ
っ
て
宇
宙
自
然
の
万
物
を

作
っ
た
よ
う
に
、
技
術
者
が
そ

の
独
自
の
ア
イ
デ
ア
に
よ
っ
て

文
化
社
会
に
貢
献
す
る
製
品
を

作
り
だ
す
こ
と
は
何
物
に
も
替

え
難
い
喜
び
」（
前
掲
書
）だ
と
。

そ
ん
な
技
術
者
魂
が
、
世
界
的

に
ヒ
ッ
ト
し
た
ス
ー
パ
ー
カ
ブ

号
や
独
自
の
低
公
害
エ
ン
ジ
ン

「
Ｃ
Ｖ
Ｃ
Ｃ
」
の
開
発
へ
と
つ
な

が
っ
た
の
で
あ
る
。

　

宗
一
郎
は
常
々
社
員
に
「
会

社
の
た
め
ば
か
り
に
働
く
な
。

自
分
の
た
め
に
働
け
」
と
語
っ

た
。
結
果
と
し
て
そ
れ
が
、
会

社
全
体
を
良
く
す
る
と
い
う
信

念
を
持
っ
て
い
た
か
ら
だ
。

　

宗
一
郎
は
「
自
分
の
好
き
な

も
の
に
打
ち
込
め
る
よ
う
に

な
っ
た
ら
、
こ
ん
な
楽
し
い
人

生
は
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

そ
う
な
る
に
は
、
一
人
ひ
と
り

が
、
自
分
の
得
手
不
得
手
を
包

み
隠
さ
ず
、
ハ
ッ
キ
リ
表
明
す

る
。
石
は
石
で
い
い
ん
で
す
よ
、

ダ
イ
ヤ
は
ダ
イ
ヤ
で
い
い
ん
で

す
よ
」（
前
掲
書
）、
そ
れ
を
適

所
適
材
に
配
置
す
る
の
が
上
司

の
仕
事
で
、「
そ
う
な
り
ゃ
、
石

も
ダ
イ
ヤ
も
み
ん
な
ほ
ん
と
う

の
宝
に
な
る
よ
。
企
業
と
い
う

船
に
さ
、
宝
で
あ
る
人
間
を
乗

せ
て
さ
、
舵
（
か
じ
）
を
取
る

も
の
、
櫓
（
ろ
）
を
漕
（
こ
）

ぐ
も
の
、
順
風
満
帆
、
大
海
原

を
、
和
気
あ
い
あ
い
と
、
一
つ

目
的
に
向
か
う
、
こ
ん
な
愉
快

な
航
海
は
な
い
と
思
う
よ
」（
前

掲
書
）
と
語
っ
た
。
社
員
が
や

り
た
い
こ
と
を
や
れ
る
企
業
、

こ
れ
を
自
社
の
理
想
と
し
た
の

だ
。
そ
ん
な
職
場
だ
っ
た
か
ら

こ
そ
、
ホ
ン
ダ
は
世
界
的
な
企

業
に
成
長
で
き
た
の
だ
ろ
う
。

歴
史
作
家　
　

河
合　

敦

「
世
界
の
ホ
ン
ダ
を
つ
く
っ
た
本
田
宗
一
郎
」


